
  

 昨年 5 月８日、私が代表を務める RUM ア

ライアンス主催の第 1 回国際リサイクル会議が東京で

開催されました。 

そのときにカリブ・バルバドスよりパネラーとして参加

いただいたバジル・スプリンガー博士が、第 2 回の国際

リサイクル会議開催のプランを練っています。開催地は

博士の地元バルバドスの予定です。博士が発刊している

最新のニュースレターにその準備内容について触れら

れているので、概要をご紹介いたします。 

 「バルバドス国家戦略計画 2005-2025」では、国

の計画的な環境・廃棄物管理は経済社会計画と同じくら

い重要なことと位置づけている。 

 昨年、前国連環境局長であるノエル・ブラウン博士と

お会いした際に、日本で自動車リサイクル業を経営する

近藤氏をご紹介いただいた。彼の哲学は自らが学んで得

たことは世界すべての人たちと分かち合うというもの

であり、ブラウン博士はカリブへの技術移転に関心が高

い。両名の出現により、私は第 2 回国際リサイクル会議

を、カリブで開催する責務を負うことになった。 

その第一弾は 2006 年 10 月にセントルシアで開催さ

れた持続可能な「観光」に関する第 9 回国際カリブメ

ディア交流であった。私は近藤氏をこのイベントに招待

した。彼の行ったスピーチは非常に好評で、メディアに

受け入れられ

た。 

 その後 8 ヶ

月にわたり日

本とバルバド

スのコミュニ

ケーションは

継続し、2008

年 4 月をめど

にリサイクル会議の計画を進めることにした。 

 先週は関係諸氏から会議について積極的な意見をい

ただいた。環境省の関連部門や衛生公社はこの会議に

大いに関わりたい意向だ。外務省、観光局、中央銀行な

どが支援を約束した。会議を自動車リサイクルに絞っ

たのだが、国連開発計画はこの会議がごみの分別、その

他の資源リサイクルにも応用できると提案した。 

 この会議は行政、民間、国連など数多くのセクターが

スポンサーとなり、環境 NGOや自動車ディーラーを巻き

込んだものとなるだろう。参加者は世界中から集まる。 

これらのサポートはすでに議論されている。 

 私たちはあきらめることなく、環境の復元に取り組

んでいけば、必ず収穫を得ることができるはずだ。 
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 皆さんこんにちは、大森です。 

これからエアコンを使用する機会が増

えてきますね。長い間エアコンを使わ

ず、この季節に入り、いざ使おう！とい

うときに効かない・・!? なんてことが

あります。 

自動車では冷風を出すためにコンプ

レッサーという部品を使います。液体

をエアコンシステムにより循環させ、

気化→液化→気化を繰り返し行ってい

ます。気体を液化させるには、気体の熱

を奪ってやることが必要ですが、気体

を圧縮して圧力を高めてやれば液化す

ることができます。この圧縮する装置

がコンプレッサーです。 

 コンプレッサーは比較的壊れやすいと

いわれていて、商品が届き、いざ取り付け

てみると動かないという場合もあったり

します。 

 この季節、中古コンプレッサーの問い

合わせは多く、出荷前には必ずテストし

ています。しかしながら、先日、出荷時に

テストしたにも関わらず、お客様にご迷

惑をお掛けしてしまいました。 

 確かな商品を提供できるよう、より一

層品質管理を徹底していきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

コンプレッサー 

夏の暑さをブロック！ 

 家の中を涼しくするには屋外の熱

が入ってこない工夫が必要です。壁や

屋根からも熱は入りますが、夏の昼間

は７割以上の熱が窓などの開口部か

ら入ってきます。一度太陽熱が入って

しまうと最近の断熱住宅では熱がこ

もり、家の中が暑くなります。 

 窓からの熱は、できるだけ建物の外

部でさえぎるのが効果的です。ひさし

やブラインドを外付けしたり、日光を

反射する複層ガラスに取り替えるの

も一つです。東西からの日射は南から

よりも室内の奥まで入るので、日射の

方向を考えることも重要です。 

 さらに屋根が受ける日射エネル

ギーは非常に大きいので、屋根からの

熱をさえぎる工夫もしましょう。屋根

に断熱塗料をぬって反射させたり、断

熱効果の高い屋根材にしたり、屋根裏

に換気システムを取り付ける方法も

あります。  

07年5月の車両処理実績 

フロ

ンガ

ス 

破壊 Kg 434 

再利用 Kg  

エアバッグ 個 222 

廃オイル ﾘｯﾄﾙ 6,850 

LLC ﾘｯﾄﾙ 3,600 

入庫

台数 

一般 台 1,132 

投棄 台  

処理台数 台 1,000 

廃車ガラ量 ﾄﾝ 527 

会宝産業株式会社 金沢市東蚊爪町1-25 

部品課TEL 076-237-5138 

   FAX 076-237-6090 

   E-mail kokunai@kaiho.co.jp   

車両課TEL 076-237-5133 

   FAX 076-237-1950  

         E-mail   info@kaiho.co.jp 

営業時間/8：30-18：30 日・祝日休業 

http://www.kaiho.co.jp 



「
打
ち
水
大
作
戦
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

夏
の
暑
い
時
期
を
「
打
ち
水
」
で
涼
し
く
す

ご
そ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
打
ち
水

は
江
戸
時
代
か
ら
の
風
習
で
、
軒
先
や
道

路
に
生
活
用
水
（
雨
水
や
お
風
呂
の
残

り
湯
）
を
ま
い
て
涼
む
先
人
の
生
活
の

知
恵
。
昨
年
は
全
国
で
数
百
万
人
が
一

斉
に
打
ち
水
を
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
１

～
２
度
気
温
が
下
が
り
涼
し
い
風
が
吹
い

た
そ
う
で
す
。
今
年
も
各
地
で
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
打
つ
水

大
作
戦
」
と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

打
ち
水
で
家
の
外
を
涼
し
く
し
た
ら
、

家
の
中
は
氷
柱
で
涼
を
と
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
牛
乳
パ
ッ
ク
に
水
と
造
花
な
ど
の
飾

り
を
入
れ
て
凍
ら
せ
、
パ
ッ
ク
を
破
い
て

取
り
出
し
ま
す
。
飾
っ
た
氷
柱
に
扇
風
機

の
風
を
当
て
れ
ば
涼
し
い
風
が
吹
き
ま
す

し
、
見
た
目
に
も
涼
し
げ
で
す
ね
。 

 夏に大活躍のＴシャツ。今年はひ

と手間かけてオリジナルＴシャツ

を作ってみませんか？ 買う必要

があるのはナスの漬物などに使う

ミョウバンだけ。これは色を定着させ

るために使いますが、スーパーなどで数

十円で手に入ります。あとは紅茶の葉や

お茶出しパックなど台所にあるもので

OK。さっそく作ってみましょう。 

 Ｔシャツの重さが 100g として鍋に

３ℓの水を入れ、お茶出しパックに入れ

た紅茶葉 50g を 15 分煮出します。紅

茶葉を取り出し、次に T シャツを 15 分

煮ます。新たに３ℓの水を用意して少量

のお湯で溶かしたミョウバン 6g を

入れ、その中に軽く水洗いした T

シャツを２時間以上浸します。そ

の後 T シャツを流水ですすぎ、軽

く絞って日陰干しすれば完成。 

 紅茶だと淡いアースカラーに染ま

りますが、コーヒーや緑茶でも優しい

色に仕上がります。カラシの粉やブド

ウの皮などもおすすめですよ。 

※Tシャツの素材が綿や麻の場合、先

に２倍に薄めた牛乳（1 ℓ）に１時間浸

し、絞って天日干ししておくと染まり

やすくなります。動物性の絹や毛糸は

そのままで大丈夫です。 

★みんな主役級 ～夏の大三角形～ 

 

 

都
会
の
夜
空
で
も
、
よ
く
見
る
と

頭
上
近
く
に
三
角
形
に
並
ん
だ
３
つ

の
星
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
夏
の
大

三
角
形
」
と
呼
ば
れ
る
夏
の
代
表
的

な
星
座
で
す
。
東
の
空
を
見
上
げ
た

と
き
に
一
番
明
る
く
輝
い
て
い
る
星

が
「
こ
と
座
の
ベ
ガ
」
。
ベ
ガ
か
ら
右

下
が
「
わ
し
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
」
、
ベ

ガ
の
左
下
が
「
は
く
ち
ょ
う
座
の
デ

ネ
ブ
」
で
す
。
８
月
に
は
こ
の
あ
た
り

に
天
の
川
も
見
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

ベ
ガ
と
ア
ル
タ
イ
ル
は
七
夕

の
主
人
公
、
織
姫
星
と
彦
星
で

す
。
残
る
デ
ネ
ブ
は
３
つ
の
中

で
一
番
暗
く
見
え
る
少
し
地
味

な
存
在
で
す
が
、
そ
れ
は
地
球
か
ら

見
た
場
合
の
こ
と
。
実
際
に
は
太
陽

の
５
千
倍
も
の
光
を
放
つ
、
と
て
つ

も
な
く
明
る
い
星
な
の
で
す
。 

 

 

楽しみながら涼しい夏を 

 

簡単手染めで 

オリジナルＴシャツを

作ろう！ 

（織姫星） 

（彦星） 

《東の空》 

サークル仲間で 

おそろいもステキ 

簡単にできました！ 
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の
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の
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涼しいニャ～ 
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 日焼け止めの「SPF」と「PA」。ご存知の方も多い

でしょうが、これらは紫外線防止効果の大きさを表し

ます。SPF はシミやソバカスの原因になる紫外線Ｂ波

（UVB）を防ぎ、PA はシワやタルミの原因になる紫

外線 A 派（UVA）を防ぎます。ただし、数値が大きく

なるほどお肌に負担がかかります。肌荒れを起こさな

いためにも目的に合った日焼け止めを選びましょう。 

 ちょっとした外出などの日常生活なら SPF20、

PA ＋くらい。屋外での軽いスポーツやレジャーなら

SPF30、PA ＋＋前後を。炎天下でのスポーツ、海や

山などに行くときは SPF50、PA ＋＋＋が目安です。 

 中には｢（紫外線）吸収剤無配合｣｢ノンケミカル｣の

商品もありお肌の弱い人にはおすすめですが、負担が

軽い反面、お肌が白っぽくなったり触ると取れやす

かったりするのが難点。お肌の状態に合わせていくつ

か用意しておくといいかもしれませんね。また、日焼

け止めはしっかり落として保湿メインのスキンケア

を心がけましょう。 

～“お歳暮”は年の暮れ。では“お中元”の語源はなぁに？～ 

から 

まで 

“目的別”日焼け止めの選び方 

おからだの 
お手入れ ～ ～ 

「お中元」という言葉は、昔の中国から来た言葉だ

そうです。 

 11 世紀頃のこと。ある男に王の娘である三姉妹

が恋をして、それぞれ男の子を生みました。３人の

男の子は神通力などの不思議な力を持っていたの

で、神様が位をつけて下界につかわし

ました。1 月 15 日生まれの長女の子

は「上元一品」の位。人々に福を与えま

した。7 月 15 日生まれの次女の子は

「中元二品」の位。人々の罪を許しまし

た。10 月 15 日生まれの三女の子は

「下元三品」の位。人々の災厄を取り除

きました。3 人の誕生日には神様にお

供え物をして、盛大なお祭りが行われ

たそうです。 

 この行事（お祭り）は次第にすたれて

しまいましたが、たまたま次男の「中

元」の誕生日が日本のお盆の行事と結びつき、仏様

へのお供物を親類や隣り近所に贈る習慣として「お

中元」が残ったそうです。江戸時代になると仏様へ

のお供えとともに、商い先やお世話になった人にも

贈り物をする一般の贈答行事となりました。 

 このようにお中元はもともと

７月 15 日でしたが、今では 7

月初めから 15 日までにすませ

るのが一般的です。しかし、関西

から西ではお中元を月遅れの 8

月にすることが多いようです。

年中行事を月遅れで行なう地方

では 8 月 15 日までにお中元を

贈ります。引っ越しで初めての

土地に暮らすときは、ご近所の

方にその地方の風習を聞いてみ

るといいですね。 
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